
 

新年あけまして

おめでとうござ

います。新たな

一年が始まる。

何もしていない

のにおめでとう

という言葉が飛

び交う気持ち

の良い時期。い

いスタートダッ

シュをしましょ

う。 

 「なっ、あいちゃんの ては、クラスでいちばん あったかいんや」ともちゃんが、じぶん

の ことの ように じまんしてくれた。 

（「てが あったかい」って、わたしの ええところなんや）わたしは、うれしくなった。 

そのひ、そうじが おわった あとや。バケツの みずが つめたかったので、ぞうきんを

つかった こは、みんな わたしの ところへ きた。 

「あいちゃん、て さわらせて」「どうぞ」 

「あいちゃん、あくしゅしてもろても ええ？」「ええよ」 

わたしは、みんなの てが あったかくなるように、ひとりひとり つめたい てを。りょ

うてで ぎゅっと にぎってあげた。 

「あいちゃん、わたしも あっためて」 

さいごに ともちゃんが きた。わたしは、（ありがとう）って おもいながら、 

ともちゃんの てを りょうてで つつんだ。 

「どう、あったかい？」わたしが きいたら、ともちゃんは しばらく だまってた。 

「ともちゃん、あったかいやろ？」 

もういちど きくと、ともちゃんは、こまったような かおで いうた。 

「あいちゃん、みんなの てを ずっと あたためて あげてたやろ。 

 だから、いまは、あんまり あったかくないねん。というか、つめたいねん」  

（どないしよう。あっというまに わたしの ええところが なくなってしもた） 

わたしは、そっと ともちゃんの てを はなした。うつむいたら、なみだが ぽたぽたと

ゆかに おちた。  

そのときや。 

「けどな、わたし、あいちゃんの もっと ええところ みつけたよ」 

そういうと、ともちゃんは、わたしの てを ぎゅっと にぎってくれた。 

「じぶんの てが こんなに つめたくなるのに、みんなの てを いっしょうけんめい 

 あたためてくれたやろ。それって、あいちゃんの ええところや。 

 みんなに やさしいのが、あいちゃんの いちばん ええところやと おもうわ」 

ともちゃんの ても わたしの ても おなじくらい つめたかったけど、 

わたしは ものすごく あったかい きもちに なった。 

そしたら、また なみだが でてきた。ないてたから いわれへんかったけど、わたしは 

わかってる。やさしいのは、ともちゃんや。 

わたしの ええところを いっしょうけんめい かんがえて、みつけてくれた ともちゃん

が、いちばん やさしいんや。  

わたし きめたんや。わたしも ともちゃんみたいに、ほかの この ええところを 

みつけてあげるねん。いっぱい みつけて いっぱい いうてあげるねん。 
 

いつもより長文でした。この話とても素敵だと思いませんか、ともちゃん

のような人が増えていけば１年生はもっと素敵な学年になりますね😊 

みんなが笑顔で活き活きした学校、通いたくなる学校になると思いません

か。 
 

～今週の予定～ 
１月 14日（火）学年集会：１限（学力向上プロジェクト） 

S：こころアップタイム     国語科週末課題提出日 

1月 1５日（水）道徳：スーザンのなやみ 
漢字テスト（ワーク２５P52～P53） 

1月 1７日（金）国語科 国語の学習ワーク

（P108～P121）１つずつ〇つけ、問題直しもして提出 

1月 2０日（月）一斉委員会 

1月 2２日（水）韓国招へいプロジェクト 道：ネット将棋 

 

 

 

 

 

厚～い話 

今日の話は絵本からです。心温まる話です。 

いつもより少し長いですが、どうぞ！！ 

――――――――――――――――――― 

「ええところ」（絵本より） 
くすのきしげのり作 

わたし、このごろ おもうねん。わたしには

「ええところ」なんか ひとつも ないっ

て。わたしっていうたら、せはひくいし、ち

からもよわい。はしるのも おそいし、こえ

も ちいさい。１００てんなんて いっかい

も とったことない。かえりみちで、「わた

しって、ええところ ひとつも ないなあ」

って、ともちゃんに いうてみた。そしたら

 ともちゃんは「そんなこと ないよ」って

いうてくれた。けど、「それなら、わたしの

 ええところ おしえて！」って いうた

ら、 

「えーっとなあ、えーっとなあ、あいちゃん

の ええところやろ、うーん・・・・」 

って ながいこと かんがえて、しまいに

は、「あしたまでに かんがえてくるわ」っ

ていいながら かえっていってしもた。 

 （あーあ、やっぱり わたしには ええと

ころなんか ひとつも ないんや）そう お

もったら ちょっとだけ なみだが でた。 

つぎの ひの あさや。ともちゃんが、ラン

ドセルを せおったまま、わたしのところへ

 はしってきた。「あったよ！ あいちゃん

の ええところ！！」そういうと、ともちゃ

んは てぶくろを ぬいで わたしの てを

にぎった。「やっぱりや、あいちゃんのて、

ものすごく あったかい。わたし、このま

え、てをつないだときに おもったんや。 

 たぶん クラスで いちばん あったかい

と おもうわ」「てが あったかいのが、わ

たしの ええところ？」「そうや！」 

ともちゃんが わたしの てを にぎって 

はなさへんから、クラスの みんなが あつ

まってきた。「みんな しってる？ あいち

ゃんの て、ものすごく あったかいんや

で」「えーっ、ちょっと さわらせて」 

「あいちゃん あくしゅして」みんな、わた

しのてを にぎると、 

「ほんまや！」 

「あいちゃん すごいな、クラスで いちば

んや！」と、くちぐちに いうてくれた。 
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